
o

TOVS鉛直分布算出データの精度

244．1，252．0，258．1，262．O，264．5，267．3。Kであり，

の雲頂高度と日本付近に近づいたときのそれとでは約

1・5kmくらいの差がある．

　温度と水蒸気量以外は，まだ十分な精度のグランドト

ルースが得られていないことなどもあって，ここではそ

れらの詳しい精度評価ができなかった．データの利用の

問題とともに今後の課題としたい．
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